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論文の内容の要旨
本論文は、電力の供給側と需要側の状況をモニタリングすることに適した通信手段として、 10妊12未満の
周波数帯域を用いる低周波電力線通信において新たな方式を提案している。具体的には、従来検討が進んで
いなかったこつの領域:各家庭の電力メータと変電所関の長距離電力線通信、および、太陽光発電などの直
流電力網用の電力線通信を、対象としている。
直流電力網用の通信方式では、 CDMA方式を芯用し、高いノイズ耐性を持つ方式を提案している。提案
方式の有効性をシミュレーションで示し、 SNRが・20dBという非常にノイズが強い環境で 10:l以下のBER
を達成している。また提案方式を実装した通信機を開発し、実際の太陽光発電システムにおいて実証実験を
行い、 20秒程度の間隔で24枚の個別パネルの発電量モニタリングに成功している。
長距離用の通信方式では、 CDMA方式に OFDM方式を組み合わせ、高調波ノイズに強い方式を提案して
いる。シミュレーションの結果、従来手法よりも 100倍程度高調波ノイズに耐性があることを示した。実際
に送受信機を開発し、実験用に構築した通信環境において SHR(信号対高調波雑音比)-20dBにおいて 10G 
以下のBERを達成している。
審査の結果の要旨
提案されたいずれの方式も、高いノイズ耐性を持ったシンプルな通信方式であり、シミュレーションのみ
ならず実機を用いて有効性を示していることから、今後普及が進むスマートメータや太陽光発電システム用
の通信方式として実用に向けた今後の展開が期待できる。ただし、実用に向けて本研究ではどこまでの段階
を目指し、今後さらにどのような研究が必要であるのかの展望が明確に記述されるとなおよかった。
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平成 25年 1月28日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著者に論
文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員によって、合
格と判定された。
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(工学)の学位を受けるに十分な資格
を有するものと認める。
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